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線を 2 本の幹線を用いて実現する訳である。幹線を分割する方式として 3 種類のものを集合論的に定
義し，これを用いて任意の配線要求を実現でかとことを証明している。
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実際に配線設計を行なうプログラムも作製されており，実験の結果ほぼ全ての場合に最適解を得て
いる。
論文の審査結果の要旨
近年，超LSIの研究開発がナショナルプロヂ、ェクトに指定されるなど，大規模集積回路 (LSI) の
設計自動化システムの開発に寄せられる期待が高まってきている。特に LSI内部の配線設計は，集積
度を左右する最大の要因として早くから注目を集めてきた。
本論文はビルディング・ブロック方式の LSI配線設計の問題を考察したものである。まず配線可能
性なる概念をグラフ理論に基づいた数学的モデルの上で定式化し，配線率 100 %を理論的に保証した
配線手法を提案している。
さらに従来試みられることのなかった配線パターンの最適化の問題についても理論的な考察を行い，
配線幅の最小化を可能とした。これらの考察をもとに，実際にプログラムを作成して実験を行い，本
理論の有効性を実証した。
以上のように，本論文の提案する配線手法は，従来の手法とは異なる独創的なものであり，理論的
にも工業的にも新しい進歩をもたらせたものと考えられ，博士論文として価値あるものと認められる。
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